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今
世
紀
の
最
初
の
年
に
当
た
り
、
一
○
○
年
前
の
ド
イ
ツ
留
学

生
が
情
報
交
換
に
利
用
し
た
絵
葉
書
を
紹
介
す
る
。

一
九
○
○
年
前
後
は
京
都
大
学
の
開
校
、
全
国
五
つ
の
高
等
学

校
医
学
部
の
分
離
独
立
な
ど
に
よ
り
、
例
年
よ
り
留
学
生
が
多
か

っ
た
。
絵
葉
書
を
保
存
し
て
い
た
坂
田
快
太
郎
は
一
八
八
七
年

（
明
治
二
○
）
東
大
を
卒
業
し
、
翌
八
八
年
に
岡
山
の
第
三
高
等
中

学
校
医
学
部
へ
外
科
教
授
と
し
て
赴
任
、
二
二
年
間
教
授
を
勤

め
、
初
代
岡
山
県
医
師
会
長
に
推
さ
れ
て
い
た
。

一
九
○
○
年
に
、
坂
田
は
岡
山
県
病
院
か
ら
初
の
県
費
留
学
生

と
し
て
ド
イ
ッ
ヘ
派
遣
さ
れ
た
。
ま
ず
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
、
次
い

で
現
在
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
の
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
に
学
び
、
講
習
の

た
め
ベ
ル
リ
ン
へ
再
三
往
復
し
て
い
た
。
当
初
は
環
境
の
激
変
と

西
欧
人
の
濃
厚
な
ラ
ブ
シ
ー
ン
な
ど
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
重
い
思
郷
病
（
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
）
に
か
か
り
、
う
っ
状
態
に
な
っ

戸局

、イ

明
治
期
ド
イ
ツ
留
学
生
の
絵
葉
書

小
田
晧
二

て
い
た
・

留
学
生
仲
間
が
坂
田
に
宛
て
た
ド
イ
ツ
の
絵
葉
書
約
四
○
○
枚

が
残
っ
て
お
り
、
印
刷
技
術
、
色
彩
、
デ
ザ
イ
ン
、
芸
術
性
、
奇

抜
さ
等
、
い
ず
れ
の
面
で
も
日
本
よ
り
は
る
か
に
優
れ
て
い
た
。

カ
ラ
ー
が
多
く
差
出
人
は
東
大
と
岡
山
出
身
者
の
も
の
が
多
い
。

遠
山
嘉
男
氏
は
同
じ
時
期
に
留
学
し
て
い
た
宮
本
叔
の
絵
葉
書
約

六
○
○
枚
を
整
理
し
て
お
り
、
五
ペ
ー
ニ
ッ
ヒ
で
日
常
よ
く
利
用

さ
れ
、
市
内
は
わ
ず
か
ニ
ペ
ー
ニ
ッ
ヒ
で
即
日
配
達
さ
れ
て
い
た

と
い
エ
フ
。

簡
潔
な
カ
タ
カ
ナ
の
候
文
が
多
く
、
小
さ
な
字
で
書
か
れ
た
長

文
も
あ
る
。
内
容
は
多
様
で
到
着
、
下
宿
、
入
学
、
転
学
、
転
居
、

大
学
の
講
義
、
研
究
、
講
習
会
、
酒
場
、
カ
フ
ェ
、
玉
突
き
、
買

物
、
お
祭
り
、
旅
行
、
遠
足
、
散
歩
等
の
近
況
報
告
や
、
年
賀
状
、

礼
状
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、
帰
朝
挨
拶
な
ど
様
ざ
ま
で
あ
る
。

寄
書
き
あ
り
、
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
あ
り
ド
イ
ツ
語
も
あ
る
。
言

葉
、
食
事
、
資
金
、
論
文
、
セ
ッ
ク
ス
な
ど
の
悩
み
や
苦
労
に
つ

い
て
の
赤
裸
々
な
情
報
も
見
ら
れ
る
。
読
み
や
す
い
も
の
か
ら
、

達
筆
、
悪
筆
、
く
せ
字
、
変
体
が
な
、
仲
間
以
外
に
は
通
じ
な
い

略
語
、
あ
だ
名
な
ど
、
判
読
困
難
な
も
の
や
差
出
人
不
明
の
葉
書
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も
あ
る
。

坂
田
は
留
学
二
カ
月
後
に
家
族
へ
「
絵
葉
書
が
は
や
二
百
枚
近

く
た
ま
っ
た
。
独
逸
は
絵
葉
書
の
流
行
す
る
処
で
こ
っ
た
品
も
多

く
、
大
分
目
が
き
き
出
し
て
面
白
い
葉
書
、
つ
ま
ら
ぬ
葉
書
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
年
間
に
二
、
三
千
枚
た
ま
る
だ
ろ
う
。

数
が
多
い
た
め
同
じ
絵
の
も
の
は
来
な
い
」
と
知
ら
せ
て
い
る
。

現
在
は
情
報
化
が
進
ん
で
世
界
中
と
自
由
に
交
信
で
き
る
が
、

当
時
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
海
路
一
カ
月
以
上
を
要
し
、
電
報
は
あ

っ
た
が
郵
便
も
同
じ
よ
う
に
日
数
が
か
か
っ
て
い
た
。
電
話
が
ま

だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
絵
葉
書
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
通
信
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
電
話
代
わ
り
に
盛

ん
に
利
用
さ
れ
、
留
学
生
は
絵
葉
書
で
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し

〈
口
っ
て
い
た
。

絵
葉
書
か
ら
当
時
の
留
学
生
活
の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
れ
ぬ
異
国
の
地
で
不
自
由
と
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
耐
え
な

が
ら
、
限
ら
れ
た
財
布
か
ら
、
や
が
て
各
自
が
適
当
に
ス
ト
レ
ス

の
発
散
法
を
見
出
し
て
い
た
。
留
学
生
は
畏
敬
の
眼
で
先
進
医
学

を
学
び
、
吸
収
に
努
め
、
使
命
感
に
燃
え
て
懸
命
に
勉
強
に
励
ん

で
い
た
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
。
現
在
は
情
報
化
時
代
に
な
っ
て
、

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
に
よ
る
情
報
は
、
後
世
に
残
る
こ
と
は

少
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ｉ
Ｔ
技
術
が
発
達
し
、
個
人
が
交
わ
し
た
情

報
は
逆
に
残
り
に
く
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

絵
葉
書
に
は
、
教
授
や
帰
朝
後
に
教
授
に
な
っ
た
人
、
新
し
く

教
室
を
創
設
し
た
先
人
た
ち
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
か
ら

東
大
教
授
に
な
っ
た
千
葉
稔
次
郎
、
田
代
義
徳
、
呉
秀
三
、
創
設

期
の
京
大
を
に
な
っ
た
岡
本
梁
松
、
中
西
亀
太
郎
、
松
浦
有
志
太

郎
、
足
立
文
太
郎
、
吾
妻
勝
剛
ら
の
諸
教
授
や
、
の
ち
に
校
長
、

学
長
に
な
っ
た
高
安
右
人
（
金
沢
）
、
筒
井
八
百
珠
（
岡
山
）
、
望
月

惇
一
（
京
都
府
立
）
、
荒
木
寅
三
郎
（
京
大
）
ら
の
若
き
日
の
絵
は
が

き
を
紹
介
す
る
。

（
医
療
法
人
お
だ
う
じ
会
小
田
病
院
）


